


























































































































































横 浜 市 ３月３日（火）〜24日（火） ３月25日学校再開，26日から春季休業
川 崎 市 ３月４日（水）〜25日（水） 引き続き，春季休業へ
相模原市 ３月２日（月）〜25日（水） 引き続き，春季休業へ
横須賀市 ３月３日（火）〜25日（水） 引き続き，春季休業へ
藤 沢 市 ３月２日（月）〜25日（水） 引き続き，春季休業へ
平 塚 市 ３月２日（月）〜25日（水） 引き続き，春季休業へ
茅ヶ崎市 ３月２日（月）〜25日（水） 引き続き，春季休業へ
大 和 市 ３月２日（月）〜24日（火） ３月25日学校再開，31日から春季休業





















































































































































































































































































２年生 １２名 ４名 ８名 ８名 ８名 ２名 ６名




















神奈川大学心理・教育研究論集　第 49号（2021 年 3月 5日）
る。あとは，同じ方向に向かって一致団結する組織力が成功に導くといえる。
　また，学校の取組や方針を徹底的に情報開示して憶測を呼ばないように努めることにも
重点を置いた。配付文書や取組はすべて本校のホームページで公開し，更新量は例年の数
十倍に及んだ。
　一方，感染に対する警戒や家族が感染して濃厚接触者になり登校できない生徒，あるい
は登校させたくない保護者に対するきめ細かな配慮は欠かせない。５月には導入した ICT
システムは，学校再開後も登校できない生徒との学習支援や教育相談，学級担任とのコ
ミュニケーションツールとして利用されている。
　教員，とりわけ中学校教員はある意味，高度な予定調和の世界で業務をしている。毎年
４月から翌年３月まで，教育課程は毎年ほぼ同じ内容で繰り返される。授業は教科担任制
のため，同じ指導内容を複数のクラスに繰り返す。「高度な」を付したのは，対象（子ども）
が入れ替わったり，変容したりし，ほぼ予想する流れに乗って事態は動くが，意外性を伴
うからである。
　ところが，これは，想定を超えた事態に直面したときには脆さになりやすい。経験した
ことのない生徒指導や保護者対応，そして，今回のコロナ禍での学校運営である。先が読
めない状況になると，つい，出来るか，出来ないかの二者択一に陥るのはその脆さに起因
している。予測不能な事態に向き合う対応力こそ組織と教師一人ひとりの真価が問われる
と言っても過言ではないだろう。
６．終わりに
　教員の長時間労働はもはや社会問題化しているが，一方で他の業種に比べて働きがいを
感じる割合が高いことも各種調査で明らかになっている。（社）国際経済労働研究所が日
本教職員組合と共同で2010年から2011年にかけて全国の小中高校，特別支援学校から無
作為に抽出した組合員約１万２千名を対象に行なった調査結果によると，教員は，①労働
時間，職務負荷についての強い不満を抱えながら，②一般企業と比べて，きわめて高い内
発的働きがいをもった過剰内発の状態で働き，③年齢とともに，意欲が減退していく教員
の姿が明らかになったという。
　また，働きがいがどんな場面で感じられるか。ベネッセ教育総合研究所が行なった第４
回学習指導基本調査報告書によれば，教員生活の「楽しさ」について記述した小学校教員
の73％，中学校教員の78％が「子どもとのかかわり」と回答している。
　今回の臨時休業では，このことが目に見えて感じられた。毎日勤務していても週５日の
うち４日間は生徒のいない学校で，課題づくりや会議，消毒作業を繰り返しである。時間
─ 345 ─
新型コロナウイルス感染症危機で学校に何が起きたか
外勤務もなく定時で退勤できるのに疲れた表情をする教員も少なくなった。長引くコロナ
禍が原因かと思われたが，それが生徒の登校日になると，教員に笑顔が増えるのである。
特に生徒と会話しているときの表情は登校日以外の職員室では見られないものであった。
　この臨時休業期間中，登校日もなく生徒とのコミュニケーションの手段も無い学校の教
員にとっては，これまでにないほど働きがいの無い時間だったのかも知れない。
　新型コロナウイルス感染症のパンデミックに揺れた学校で，臨時休業中の取組とこれを
通じて考察したことをまとめた。学校の再開後の取組については改めて実践報告を行い，
組織力と教師力についてさらに論じたいと考えている。
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